
【感染症発生動向調査事業から】

オミクロン株ＢＡ.４ｰ５に対応したワクチンの接種を開始

今、何の病気が流行しているか！

第４２週報告数第１位

令和４年１０月１７日（月）～令和４年１０月２３日（日）〔令和４年第４２週〕の感染症発生状況 

第４２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）手足口病 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．６１人と前週（２．４４人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１．４７人と前週（１．２２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．１７人と前週（０．４７人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

第４２週報告数第３位

第４２週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和４年１０月２５日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

詳細については、川崎市のホームページをご覧ください。 

オミクロン株対応ワクチン接種対象者※

年齢 
従来型ワクチン 

接種歴 

ＢＡ.１対応型 

若しくは 

ＢＡ.４-５対応型 

接種対象※※

１８歳以上 
２回以上 

接種済み 

１２～１７歳
２回又は３回 

接種済み 

 新型コロナウイルスは、様々な変異株が確認されており、現在はオミクロン

株が流行の主流です。さらに、オミクロン株の中にもＢＡ.１からＢＡ.５まで

の亜系統があり、現在、川崎市内ではＢＡ.５による感染が中心です。 

当初は、中国で流行した従来株に対応するワクチンを使用していましたが、

流行状況に合わせてオミクロン株ＢＡ.１やＢＡ.４-５に対応したワクチンも

開発されました。川崎市では、従来型ワクチンの２回接種を終えた方を対象に、

流行株であるＢＡ.４-５に対応した新たなワクチンの接種を、令和４年１０月

２４日から開始しました。オミクロン株の系統にかかわらず、オミクロン株の

成分を含むことで、従来型ワクチンを上回る効果が期待されています。接種可

能なワクチンは、年齢や接種回数により異なりますので御注意ください。 

※従来型２回未接種の方及び１２歳未満の方は接種対象外 

※※オミクロン株対応ワクチンは種類を問わず１人１回接種可能 

新型コロナウイルスの変異株の枝分かれ 

厚生労働省 第１０２回新型コロナウイルス感染症対策
アドバイザリーボード資料より作成 

国内 
第５波 

国内 
第４波

国内第６波及び第７波 


